
 

 

                                      

                                 

 

 

 

 

≪安全≫は≪思いやりの心≫から 

安全に気を付けるのは誰の為でしょうか？ 

当然自分自身の為です。しかし、それだけでは本当に安全を心掛けているとは言えません。  

交通信号を守るのは、「法律で決められているから」「自分が事故にあわないようにする為」と

同時に、「他人にケガをさせない」「周囲の人を事故に巻き込まない」という、≪思いやりの心≫

からだと思います。  

作業中の危険について考えるのは、自分の為であると共に周りの人の安全に気を配ることで

もあります。危険個所を自分で意識すると同時に、周りの人にも注意する。道具を扱う場合で

も、自分だけでなく、周囲にも気を配る。  

スムーズな生活をするためには、決められたことを完全に守ることは難しい場面もあります。  

そんな時でも≪思いやりの心≫を持って対応していけば、少しでも事故を  

減らしていけるのではないでしょうか。  

 

 

 

★ 事故は次のようなことから（ワースト７） 

① 大丈夫だと思った。 

② 気がつかなかった 

③ 油断していた。 

④ 慌てていた。 

⑤ 無理な姿勢で作業していた。 

⑥ 深く考えなかった 

⑦ よく見えなかった。 
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● 災害の原因を取り除く“４Ｓ活動”を怠りなく！  

   ４S(せ)とは 「整理」  「整頓」  「清掃」  「清潔」  のことで、これらを日常的な活動として行

うのが４Ｓ活動です。  

   ４Ｓ活動は、労働災害の防止だけでなく、作業のしやすさ、作業の効率化も期待できます。 

   目に触れにくい保管場所なども整頓を忘れないようにしましょう。 

   作業道具やゴミなど、物が散らかっている場所や、水や油で床が滑りやすい場所は、災害の

危険が高くなりますので注意しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      皆さんは普段、自分がどんな顔をしているか知っていますか？       

人間は自分の周りにいる人が自分の顔を映すといわれます。つまり周りの人の笑顔が多ければ自分も笑顔で接

しているということで、周りの人が怒ったような顔をしていたら自分も怒った顔で応対しているという事です。 

昔からのことわざに「笑う門には福来る」とあるように、いつも笑いが絶えない家庭には自然と幸福が訪れます。 

笑いは最高の特効薬であり、笑うことにより神経伝達物質であるセロトニン、別名「幸せホルモン」が放出され

活力が高まることでプラス思考となり、免疫力アップとなります。 

皆さん 1人ひとりの笑顔をつなぎ、声を掛け合い安全を心掛け事故ゼロを目指しましょう 


